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PRESS RELEASE    

                                令和３年（2021年）５⽉13⽇ 

2021年度JT「SDGs貢献プロジェクト」に採択  
 
【本件のポイント】  

● ⼭形⼤学は、昨年の「YU empowering with SDGs（※１）」宣⾔に
より、社会の持続可能な発展に向けた地域の取組を積極的に
empower!しています。 

● このたび、2021年度JT「 SDGs貢献プロジェクト（※２）」に本学 
申請事業「SDGsビジネスプランコンテストによる事業化⽀援および学⽣SDGsプロジェクトコンテストによ 
る活動⽀援」が採択。 

● 本採択により、JT⼭形⽀店様とのパートナーシップで本学のSDGsに関するビジネスプランコンテストと学⽣ 
によるプロジェクトをempower!します。 

【概要】 
本学が全学を挙げて取り組んでいる SDGs 推進活動が、⽇本たばこ産業（ＪＴ）が実施する 2021 年度 JT「SDGs

貢献プロジェクト」に採択されました。このプロジェクトは、「格差是正」、「災害分野」、「環境保全」に取
り組む団体の事業を⽀援するもので、⼭形⼤学では初めての申請・採択となります（助成期間は令和 3 年 5 ⽉か
ら令和 4 年 4 ⽉までの１年間、助成⾦ 150 万円）。事業名は「SDGs ビジネスプランコンテストによる事業化⽀
援および学⽣ SDGs プロジェクトコンテストによる活動⽀援」。本学が⾏っている、起業家育成講座「EDGE-
NEXT 起業家育成プログラム」と、学⽣活動プロジェクトコンテスト「⼭⼤⽣の活動⽀援プロジェクト」におい
て、YU-SDGs パートナーである JT ⼭形⽀店様とのパートナーシップにより、地域の SDGs をさらに empower!
します。 

次世代の社会を担う若者に対して、SDGs に貢献できる活動を⽀援することで、直接的な効果はもとより地域
の意識変化を促す効果が期待されます。 

 
【JT「SDGs貢献プロジェクト」助成⾦交付式】 
 ⽇時：令和3年5⽉13⽇（⽊）10:30- 本学法⼈本部第⼆会議室 （本会⾒の直前に実施） 
    ⇒JT⼭形⽀店の墨

すみ
⾕
や

健⼆
け ん じ

⽀店⻑様から⽟⼿英利学⻑へ助成⾦交付書を⼿交いただきました。 
  
【背景】 
 昨今の⼤きな社会問題である「少⼦⾼齢化」「⼈⼝減少」は、⼭形県においても顕著であり、⾃然減少に加 
え進学・就職時における若者の県外転出などにより⼈⼝減少が続いている。さらに⼈⼝減少の進⾏により、⽣ 
産活動の低下、⽀え合いなどの地域コミュニティの弱体化といった様々な影響が懸念されている。 

⼭形⼤学では、将来の社会の担い⼿となる若者に対し、イノベーションを起こし地⽅活性化を⾃らが体現
するための教育に積極的に取り組んでおり、2017年（平成29年）からは早稲⽥⼤学と連携した「次世代アン
トレプレナー（起業家）育成事業」を開始し、⾃らがビジネスプランを構築・起業を⽬指す学⽣を育成してき
た。2021年2⽉現在で、学⽣起業４社が設⽴された実績がある。しかし、ビジネスプラン事業化にはスタート
アップ資⾦が必要な場合が多く、公的資⾦で運⽤する国⽴⼤学としては⾦銭的な⽀援が不可能であるため、さ 
らなる事業化の促進のためには⺠間資⾦等のスポンサードによる⽀援が切望されている状況にある。 

また、主に学⽣サークル等を対象とした地域貢献活動へのプロジェクト⽀援を継続して⾏っており、さら 
なる⽀援によって⼀層の活動の活性化が期待できる。 

 

 
 
 
 
 

お問い合わせ 
YU-SDGs タスクフォース    
エンロールメント･マネジメント部国際交流課･課⻑ 今野 浩美 
TEL  023-628-4118 メール rgkokusai＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



 

【YU-SDGsパートナーの現況と今後の展望】 
   本学では、昨年7⽉の「YU empowering with SDGs」宣⾔及び8⽉の「⼭形県、⼭形⼤学及び⼭形新聞社によ

るSDGsの推進に向けた共同宣⾔」により、社会の持続可能な発展に向けた地域の取組を積極的にempower!し、
「YU-SDGsパートナー」として20以上の企業･⾃治体･教育機関･政府機関等と協働しています。 

今回の助成⾦採択は、YU-SDGsとして初の助成⾦採択であり、これにより、従来からSDGsに貢献している本
学の起業家育成プログラムと学⽣活動⽀援プロジェクトを費⽤⾯から⽀援することが可能となりました。今後
は、県内企業等を中⼼にさらなるパートナーシップの拡⼤と深化を図り、SDGsの各⽬標の達成に貢献してまい
ります。 
 
 

※⽤語解説 
 1. YU empowering with SDGs： 

総合⼤学である⼭形⼤学が、研究や教育活動、学⽣サークル活動等により地域のSDGsを積極的に⽀援して 
いく事業の総称。「⼒づける、⼒を与える」という意味のempower！をキーワードに、地域社会の発展の 
ために全学をあげてSDGs推進活動に取り組んでまいります。 

 
 
 
 
 2. JT「SDGs貢献プロジェクト」：JTは「Rethink PROJECT（リシンク・プロジェクト）」として、地域に根 
  差した活動を実施しています。Rethink PROJECTはこれまでにない視点や考え⽅を活かして、パートナー 

のみなさまと「新しい明⽇」をともに創りあげていくために、社会課題と向き合うプロジェクトです。そ 
の取り組みの⼀環として、「SDGs貢献プロジェクト」ではJTの地域社会への貢献活動の重点３領域である 
「格差是正」、「災害分野」「環境保全」につながり、包括的かつ持続可能な地域社会の発展に貢献する活動を 
⽀援しています。 
 


